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ナシ生育期に発生する黒星病は，茨城県ナシ病害虫

防除暦における重要な防除対象病害の１つとなってい

る。ナシ黒星病に対して新たに農薬登録されたＤＭＩ

剤の防除効果について比較検討し，若干の知見が得ら

れたので報告する。

材料および方法

試験には，園芸研究所内の立木栽培の品種「幸水」

の13年生樹を供試し，１区１樹３反復で行った。薬剤

散布は，黒星病の発病確認後の2002年５月14日に背負

式自動噴霧器を用い，第１表の７薬剤（近年、ナシ黒

星病に農薬登録された薬剤は、フェンブコナゾールフ

ロアブル、テトラコナゾール液剤，オキスポコナゾー

ルフマル酸塩水和剤である）を所定濃度に調整し，

300 l ／10ａ換算量を散布した。その後，散布８日後

の５月22日に２回目の散布を行い，さらにその13日後

の６月4日に３回目の散布を行った。発病調査は，３

回目散布７日後の６月11日，15日後の６月19日，21日

後の６月25日，31日後の７月５日に，１樹当たり新梢

葉50葉について程度別に発病状況を調査し，発病度

〔発病度＝｛Σ（程度別発病数）×指数｝／（５×調

査葉数）．指数；０：発病なし，1：病斑数1個，3：病

斑数２～３個，5：病斑数４個以上）〕および防除価

〔防除価＝100－｛（薬剤散布区の発病度／無処理区の

発病度）×100｝〕を算出した。また，試験期間中の降

水量を調査した。

結果および考察

試験は，第１回目散布直前における黒星病の平均発

病度が0.9という条件下で行った。ナシ黒星病の発病

度は，無処理区では最終散布７日後で16.0，14日後で

43.9，21日後で51.9，31日後で65.9と甚発生となった

（第１表）。

一方，薬剤散布区は，最終散布７日後の調査では，

各薬剤とも黒星病に対する防除効果は十分に発揮され

ていなかった。14日後の調査の防除価を比較すると，

防除効果が高かった薬剤は，ジフェノコナゾール水和

剤，ヘキサコナゾールフロアブル，フェンブコナゾー

ルフロアブル（8,000倍，10,000倍）で，いずれも防除

価は90以上であった。

防除効果の持続期間を比較すると，ジフェノコナゾ

ール水和剤，ヘキサコナゾールフロアブル，フェンブ

コナゾールフロアブルの３剤は，最終散布後15日後か

ら31日後まで安定した防除効果が認められた（第１
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ナシ黒星病対象の殺菌剤のうち，新規に登録されたＤＭＩ剤の防除効果ならびに効果持続

期間を検討した結果，ジフェノコナゾール水和剤，ヘキサコナゾールフロアブル，フェンブコ

ナゾールフロアブルの３剤は防除価90以上と防除効果が高く，薬剤散布14日後から31日後まで

安定した防除効果が持続した。
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試験期間中の降水量は，１回目と２回目の散布後に

それぞれ４日間で39mm，３日間で23mmであった。３

回目散布後の10日間は降雨がなかったため，この期間

における雨による各ＤＭＩ剤の有効成分の流亡はほと

んど無いと思われた。その後，６月18日の44mmの降

雨と６月25日から７月５日までの７日間の連続降雨
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表）。これに対し，イミベンコナゾールDF，テトラコ

ナゾール液剤，オキスポコナゾールフマル酸塩水和剤，

フェナリモル水和剤は，最終散布後15日後から21日後

までは安定した効果が認められたが，31日後には21日

後より防除価が明らかに低くなり，効果の低下が認め

られた。
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第１表　ナシ黒星病に対する各種ＤＭＩ剤の防除効果と効果持続期間
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第１図　薬剤散布および調査月日と降水量の関係
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は，各薬剤の防除効果を持続する上で影響があったと

思われた（第１図）。

ナシ黒星病の防除薬剤として，ＤＭＩ剤（ステーロ

ール脱メチル阻害剤）は防除効果が高く（梅本，

1993；冨田・千葉，1995），他の殺菌剤より防除効果

の持続期間が長いことから，殺菌剤の散布回数を削減

する上でも重要な薬剤である（梅本ら，2002；梅本ら，

2003）。使用方法として，ＤＭＩ剤の多数回使用によ

るリンゴ黒星病に対するＤＭＩ剤の防除効果の低下事

例（Hildebrand et al., 1988）から，ナシ黒星病に対する

ＤＭＩ剤の散布回数は，耐性菌の出現回避のため年間

３回以内とすることが望ましい。そのため，ナシ黒星

病に登録のあるＤＭＩ剤（農薬ハンドブック，2001）

の中から効果のより高いものを選定し，使用すること

が必要である。また，殺菌剤の散布回数を削減した環

境にやさしい防除体系を確立していくためには，使用

する薬剤の残効性や耐雨性などの特性を十分把握して

おくことが必要である（田代，2002）。本試験では，

ジフェノコナゾール水和剤，ヘキサコナゾールフロア

ブル，フェンブコナゾールフロアブルの3剤は防除効

果が高く，効果持続期間が長いことから，現時点での

防除暦の作成においてこれら３剤を組み入れることが

有効であると考えられる。
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